






















































































































































　1 年から 3 年までの学生を対象に，平成 28 年 4 月のほぼ同時期に幼児期の思い出を書かせた。各
学年の学生の回答の要約は以下の通りである。















































































































　学生の初めての教育実習は，1 年生の 4 月末の学寮研修における参観，その後，公立幼小の 1 日参
観である。1 日の流れや発達に応じた活動の種類，子どものかわいらしさや保育者の役割の多さ，年
齢に応じた環境設定の違いを体感し，理解することができている。
　2 年生の 2 週間の保育園実習では，「保育者としての自分」を意識し，成長を自覚する学生が多い。
また，4 年生の 4 週間の教育実習ではさらに上昇カーブを描くことになる。指導案の作成や活動の展
開の難しさ，職務の厳しさを実感しながらも，幼児と共感的に進められた保育の喜びの体験は，その
苦労が報われ，保育のやりがいの実感やさらなる意欲の向上へとつながっているように思われる。



















　 　子どもの育ちの側面である 5 領域（「健康」，「人間関係」，「環境」，「言葉」，「表現」）から幼児の姿を
見るのではなく，領域的に分析しながらも総合的に保育を構成・実践することを目指したいと考え
ている。授業の工夫として，以下の①〜④を挙げる。
　①　豊かな遊びを学生自身が経験し，遊びを面白いと感じる機会を取り入れる
　②　学生の資質や能力の評価ではなく，自信を持てるように，4 年間をかけて長い目で育てる
　③　子どもの安心感や気持ちを共に感じ，待つことで遊びを豊かにすることを体験させる
　④　「子どもってすごい」と素直に思い，子どもを尊敬できる目を養う
　 　初等教育学科において私に求められている役割は，これらのことを念頭に置いて授業内容を組み
立て，現場での体験に基づいた話を多く取り入れて授業を進めていくことであると考えた。
3　後に続く人を呼ぶために就職するという自覚の醸造について
　 　教育実習生が誠意を持って取り組めば，受け入れ先が「来年もぜひ学生を送ってください」と声
をかけてくださることにつながる。卒業後の支援として，専門性を高めるための相談・研修を行う
ことも重要である。学年交流の場や卒業生が現場でしっかりと活躍する姿を見せることによって，
後に続く学生がいるという自覚を一層高めさせたいと考える。
Ⅵ　今後の課題
1　授業内容の改善充実を図る
　 　方向を示し，手段を考えさせ報告させて，助言を与えながら取り組ませることが重要である。具
体的には，①分かりやすい説明や指示をする，②実行させて意欲を高める，③フィードバックする，
④要求のレベルを上げるといった授業における指導技術を身につけ，実践することが課題である。
2　養成校の教員が学科として育てたい教師像・保育者像を明らかにし，共通に理解して育てる
　 　再課程認定の機会を活かして，授業内容の共通理解を深め，合わせて私自身の学び直しをする必
要がある。どの科目や活動においても教員が保育者養成を担っているという自覚や使命を持って臨
むことが必要であると自戒の念がある。
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3　養成校に求められている課題を検討する
　 　実習に関する課題には，社会人基礎力の育成をはじめ，指導案の作成指導，実習の時期，評価の
在り方，受け入れ先の調整・新規開拓，就職につながる支援指導などがある。これらの課題につい
てどのように取り組んでいくのか，今後様々な視点からの検討が必要である。
4　昭和こども園と連携する
　 　昭和こども園側の思いもあることであり，難しいこともあると考えられるが，園の併設・隣接は，
乳幼児期から大学院まで生涯を通した「人を育てる」という大学の特徴的な教育の強みになる。実
際の子どもの観察などの実践は，保育者としてのアイデンティティーを形成する機会として重要な
意義を持つ。座学と実学の繰り返しによって学びを深め，保育の実践力を育むために，さらなる連
携を望む。
＜おわりに＞
　さて，今まさに，教育改革の流れが来ている。幼児教育についても，子どもの育ちに遊びが重要で
あることが一般的に言われるようになり，だれも異論を唱えることはなくなった。このことは，「幼
児期の遊び」の理解に対して追い風となっている。さらに，幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保
連携型認定こども園教育・保育要領に「幼児期の終わりまでに育てたい姿」「育成すべき資質・能力
の 3 本柱」が明記された。この言葉が小学校への接続，連携を一層強化する共通の用語として理解さ
れることになり，とても良いことだと考える。しかし，日本における「幼児期の遊び」の社会的理解
度はまだまだのように感じる。また，子育て支援についても，保護者の立場で語られていることが多
いように感じる。今の子育て支援は，子育ては大変なことであるとするマイナスのイメージを強く社
会に与えているように思われて仕方がない。
　一方で「待機児童対策」に躍起になって，保育者不足が取りざたされている。増やす努力をしなけ
ればならないが，質の高い遊びを支援，展開する保育者は促成栽培のように育てることはできない。
また，今の子どもたちが夢中になって遊びに取り組んでいるかといえば，必ずしもそうとは言えない
保育現場の実態がある。いろいろな園があり，様々な保育がある中で，「保育の質の向上」が大事と
いわれる今この時に，子どもが生きる，子どもが遊ぶという教育・保育の根幹が揺らいでいるように
も見える。
　しばらくはこの状況が続くであろうが，「子ども不足」の時代がやってくると予測されている。そ
うすると，いずれ「幼児教育施設の淘汰」の時代になるのではないだろうか。そのような流れの中で
も，保育実践者として生き続けようとする保育者の養成のために，授業改善の努力を続け，努めてい
きたい。
 （きむら　ひでみ　　初等教育学科）
